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2006 年に第 2 期ガルシア政権が始まってから建










真 1）。ブラジル・クリチバ市の Rede Integrada 
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含むリマ州の車両台数は，2001 年の 80 万台から
2010 年には 120 万台と 10 年弱で 1.5 倍に増えた
（交通通信省ホームページ http://www.mtc.gob.
pe/estadisticas/）。新車の年間販売台数をみても，
2003 年の 1 万 2000 台から 2010 年には 12 万台へ
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90 円）程度である。近場の場合には 50 センティ






















































は 2.5 ソル（約 75 円）と格安であるが，職場ま
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5 ソル。お昼の定食の値段が 7 ソル前後であるこ
とを考えると，庶民にとっては毎日の通勤にタク
シーを使うのは経済的に難しい。そこで望まれて
いるのが快適な大量輸送機関である。抜本的な改
善は冒頭で触れた電車や専用レーンを走る大型連
結バスのサービス網の拡充である。しかし残念な
がらこれにはしばらく時間がかかりそうだ。
ただ，既存のバスでも多少の改善がみられる。
例えば，私が時々乗る大型バスに，コブラドール
が乗り込まないワンマンバスがある。乗り込むと
きに運転手に目的地を告げて運賃を払い，降りる
ときにはブザーを押して後ろから降りる。車両は
他のバスよりも新しく，座席はプラスチック製で
硬いものの，間隔は比較的広い。ミュージックビ
デオや宣伝を流す液晶ディスプレイを備えている
車両もある。知り合いの話によると，このバスの
運転手は固定給をもらっているらしく，乗客を集
めるのにあまり熱心ではない。乗降もバス停に限
られていて，他のバスよりも所要時間が少ないの
がありがたい。
バスの中で過ごす間は，これまではじっと車窓
を見つめるか、運転手が大音量でかける騒がしい
音楽を聴くしかなかった。しかし最近は情報通信
技術の発達で，スマートフォンでメールを書いた
り，iPod で好きな音楽を聴いたりと，有効に活
用している人が増えている。私もポッドキャスト
でダウンロードした科学番組を聴きながら，職場
までの道のりを楽しんでいる。
（しみず・たつや／在リマ海外研究員）
